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リ
ス
テ
イ
ト

メ
ン
ト
を
中
心
と
し
九

ア
メ
リ
ヵ
判
例
法
の
課
題

李

良

　
イ
ギ
リ
ス
法
及
び
ア
メ
リ
カ
法
は
、
い
ず
れ
も
判
例
法
主
義
に
も
と
づ
い
て
い
る
普
通
法
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
、
そ
の
間

に
見
ら
れ
る
著
し
い
差
異
を
、
充
分
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
、
い
ず
れ
も
實
質
的
に
も
、
形
式
的
に
も
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
で
あ
る
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
法
は
、
グ
ッ
ド
ハ
ー
ト
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
大
陸
法
に
も
、
狡
義
の
普
通

法
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
法
に
も
属
さ
な
い
、
そ
の
爾
者
の
混
血
で
あ
る
、
第
三
の
法
と
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
充
分
な
理
由
が
あ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
、
パ
ウ
ン
ド
に
よ
つ
て
、
普
通
法
の
精
神
を
形
成
す
る
に
役
立
つ
た
、
若
干
の
要
素
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
お
い
て
、
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
、
開
拓
者
の
精
神
、
大
陸
に
お
け
る
自
然
法
論
の
影
響
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
よ
り
も
、
こ
の
國
に
著
し
く
影
響
し

た
の
で
あ
り
、
國
王
と
裁
判
所
に
よ
つ
て
雪
わ
れ
た
結
果
確
立
さ
れ
た
、
輝
か
し
い
法
の
支
配
の
理
念
も
、
叉
、
こ
の
新
し
い
國
に
お
い
て
、
見

事
な
實
を
結
び
、
十
九
世
紀
に
お
け
る
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
を
通
し
て
の
法
學
の
成
果
、
特
に
、
大
陸
に
お
け
る
諸
學
的
成
果
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
影
響

　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
　
（
九
一
）



　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
　
（
九
二
）

す
る
よ
り
も
、
よ
り
多
く
、
こ
の
國
に
受
け
糧
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
、
イ
ギ
リ
ス
外
の
要
素
に
強
く
影
響
さ
れ
て
來
た
、
植
民
以
來
三
五
〇
年
の
歴
史
と
、
蓮
邦
制
度
を
探
用
し
て
い
る
、
と
い
う
そ
の

異
色
あ
る
性
格
は
、
判
例
法
主
義
を
維
持
し
て
行
く
こ
と
を
次
第
に
困
難
に
し
て
し
ま
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
ホ
ー
ル
ヅ
ワ
ー
ス
が
、
判
例
法
主
義

を
維
持
し
て
行
く
に
、
ふ
さ
わ
し
い
條
件
と
し
て
墨
げ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
國
に
は
、
一
つ
と
し
て
営
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
の
條
件
と
い
う

の
は
、

　
一
、
司
法
的
中
央
集
権
の
存
在

　
二
、
共
通
な
職
業
的
傅
統
を
有
す
る
、
裁
判
官
と
辮
護
士
の
存
在

　
三
、
裁
制
官
は
、
辮
護
士
よ
り
有
能
で
あ
り
、
良
い
牧
入
と
、
そ
れ
を
通
し
て
地
位
の
保
誰
が
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
（
3
）

　
の
三
黙
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
は
蓮
邦
組
織
に
も
と
づ
く
、
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
合
衆
國
と
し
て
は
中
央
集
椹
に
遠
く
、
又
、
諸
州
に
お
い
て
も
、
地
方
自
治
の

範
園
を
廣
汎
に
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
中
央
集
穰
と
い
う
こ
と
か
ら
遠
ざ
か
つ
て
い
る
。
又
、
凡
ゆ
る
人
々
が
、
出
來
る
だ
け
公
雫
に
職
業
を

選
ぶ
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
法
曹
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
「
聖
職
」
と
考
え
る
よ
り
も
、
よ
り
自
由
に
選
澤
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
傾
向
に
あ
つ

た
。
十
九
世
紀
に
お
い
て
、
廣
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
裁
判
官
の
公
選
は
、
し
ば
し
ば
、
優
れ
て
い
な
い
法
律
家
を
裁
判
官
に
選
ぶ
結
果
と
な
り

辮
護
士
を
裁
判
官
よ
り
有
能
な
も
の
、
と
し
て
し
ま
つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
黙
か
ら
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
の
形
を
も
つ
て
す
る
判
例

法
を
育
て
る
の
に
、
決
し
て
良
い
土
壌
で
は
な
か
つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
普
通
法
の
中
心
を
な
し
て
い
る
、
先
例
拘
束
の
原
則
と
い
う
こ
と
に
封
し
て
も
、
著
し
い
動
揺
を
與
え
て
い
る
。
イ
ギ

リ
ス
に
お
い
て
、
嚴
格
に
先
例
拘
東
を
主
張
す
る
の
は
、
最
高
裁
判
所
で
あ
る
上
院
の
み
で
あ
る
と
は
い
え
、
一
般
に
拘
束
力
は
嚴
格
に
解
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

れ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
ど
の
裁
判
所
に
お
い
て
も
そ
の
先
例
に
絶
封
的
に
拘
束
力
が
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
イ



ギ
リ
ス
に
比
し
、
先
例
拘
束
に
封
し
て
よ
り
自
由
に
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
一
九
世
紀
に
あ
つ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も

む
し
ろ
例
外
と
さ
れ
て
來
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
二
〇
世
紀
に
お
い
て
は
自
由
に
解
す
る
、
と
い
う
傾
向
が
著
し
く
な
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

判
例
上
に
論
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
拾
つ
て
み
る
と
、
「
ス
テ
ア
・
デ
サ
イ
シ
ス
の
原
理
は
弾
力
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
」
「
合
理
性
、
或
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

正
當
性
お
霧
3
暫
邑
鳳
㎎
騨
8
霧
き
器
に
從
う
べ
き
で
あ
る
。
」
「
先
例
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
さ
し
つ
か
え
な
い
。
」
「
現
在
の
進
歩
と
矛
盾
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

権
利
を
侵
す
お
そ
れ
あ
る
場
合
に
は
改
正
す
る
…
…
。
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
、
先
例
の
拘
束
力
に
つ
い
て
、
よ
り
弱
く
考
え
て
い
る
よ
う
で

（
9
）

あ
る
。

　
學
論
に
お
い
て
も
、
先
例
拘
束
が
不
動
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
「
法
に
お
け
る
神
話
で
あ
り
…
…
事
情
の
礎
化
に
よ
つ
て
、
明
ら
か
に
害
悪
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
に
い
た
れ
ば
、
」
修
正
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
「
先
例
に
封
し
て
主
人
と
し
て
仕
え
て
い
る
の
で
な
く
、
召
使
と
し
て
使
用
す

（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

る
、
」
こ
と
に
よ
つ
て
、
「
迷
信
化
し
で
い
る
ス
テ
ア
・
デ
サ
ィ
シ
ス
」
を
離
れ
て
、
「
法
の
焚
展
の
た
め
に
」
「
與
え
ら
れ
た
権
利
を
侵
害
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
（
k
）

と
が
無
い
よ
う
に
」
注
意
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
先
例
拘
束
の
原
理
の
嚴
格
性
を
緩
和
し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
現
象
を
生
ず
る
に
い
た
つ
た
原
因
と
し
て
、
グ
ッ
ド
ハ
ー
ト
は
五
黙
を
指
摘
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち

　
一
、
判
例
の
洪
水
、
こ
れ
は
蓮
邦
と
諸
州
と
い
う
多
く
の
裁
判
所
か
ら
原
因
し
、
こ
の
た
め
に
、
激
多
い
判
例
に
追
い
廻
わ
さ
れ
、
そ
れ
に
目

　
　
を
通
す
だ
け
で
、
精
緻
な
研
究
を
歓
い
て
し
ま
う
。

　
二
、
憲
法
上
の
事
件
を
特
別
に
扱
う
、
す
な
わ
ち
成
丈
憲
法
に
よ
つ
て
、
國
家
の
基
本
的
な
方
向
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
成
文
憲
法
を

　
　
持
た
な
い
イ
ギ
リ
ス
と
、
お
の
ず
か
ら
異
つ
た
態
度
を
以
て
こ
れ
に
の
ぞ
み
、
特
に
、
憲
法
上
の
問
題
は
、
國
策
に
關
す
る
も
の
で
あ
り
、

　
　
判
例
法
に
不
適
當
な
分
野
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蔦
）

　
三
、
先
例
拘
束
の
揮
力
性
、
判
例
法
が
果
し
て
弾
力
性
を
有
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、
す
く
な
く
と
も
、
ア
メ
リ
カ

　
　
に
お
い
て
は
、
先
に
述
穴
た
如
く
、
そ
の
拘
束
力
に
つ
い
て
緩
か
に
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
　
（
九
三
）



　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
　
　
（
九
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
四
、
法
學
教
育
の
影
響
、
合
衆
國
に
お
け
る
、
國
家
的
な
規
模
を
以
て
す
る
法
學
校
に
お
い
て
は
、
特
定
の
法
を
教
え
る
、
と
い
う
よ
り
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
も

　
　
法
一
般
の
取
扱
に
な
れ
、
自
ら
法
を
創
造
す
る
、
と
い
づ
方
向
に
お
い
て
訓
練
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
、
既
存
の
法
を
輕
覗

　
　
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。

　
五
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
、
ア
メ
リ
カ
法
律
協
倉
》
筥
霞
ざ
き
b
暫
名
ぎ
詮
葺
器
（
以
下
協
倉
と
略
稻
）
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
事

　
　
實
上
の
「
法
典
化
」
は
、
具
膣
的
事
件
と
開
蓮
し
た
存
在
で
あ
る
先
例
胃
8
＆
9
旨
に
よ
る
よ
り
も
、
抽
象
化
さ
れ
た
原
則
筍
日
9
三
〇

　
　
に
接
燭
す
る
機
會
を
、
多
く
與
え
、
・
て
れ
が
た
と
え
、
現
在
に
お
い
て
は
不
充
分
な
業
跡
を
残
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
に
し
て
も
、
將
來
の

　
　
登
展
の
方
向
に
つ
い
て
多
く
の
問
題
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
現
世
紀
に
お
け
る
ア
，
》
リ
カ
法
の
動
揺
は
、
法
理
論
に
お
い
て
も
、
叉
、
法
創
造
の
過
程
に
お
い
て
も
、
そ
の
影
響
は
著
し
い
。

こ
こ
に
は
そ
の
一
つ
の
表
れ
と
し
て
、
そ
の
問
題
の
提
出
と
解
決
が
、
し
ば
し
ば
普
通
法
の
中
心
的
な
分
野
に
及
ん
で
い
る
た
め
に
、
多
く
の
議

論
を
ま
き
お
こ
し
た
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
取
り
上
げ
、
間
題
を
進
め
る
。
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。
b
。
一
①
ー
曽
。
c
塵
濾
一
ー
ト
。
塗

　
（
5
）
＝
①
二
N
＜
●
≦
。
・
（
巨
茸
（
一
嶋
）
一
（
）
）
曽
・
。
d
．
㏄
●
N
〔
訴
曽
b
。
蕊
。
ω
。
（
〕
●
箆
卜
欝
ド

　
（
6
）
卜
身
葺
の
ヲ
｝
）
’
（
δ
●
で
切
o
（
牌
一
（
！
く
答
げ
（
ぢ
一
。
）
受
、
（
）
9
一
。
oQ
¢
。。
ヘ
一
。。
』
芦
㏄
朝
爬
●

　
（
7
）
目
轟
。。
δ
・
＝
＜
。
写
幽
9
（
ぢ
ぽ
）
¢
一
匿
聾
」
。
Q
。
”
ミ
胡
。

　
（
8
）
9
）
｝
）
o
昌
①
凶
包
＜
●
内
門
一
〔
一
〇
一
（
ε
器
）
器
¢
客
ド
ε
㎝
●



（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
雄
）

（
蔦
）

（
1
6
）

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
辻
べ
て
い
る
判
例
は
極
め
て
多
い
、
井
、
の
衰
現
は
異
る
と
は
い
え
意
国
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。
“
．
κ
と
え
ば
、
男
畠
9
一
＜
。
ご
●
ψ

（
ε
一
〇
c
）
O
・
の
●
の
。
（
）
こ
一
甘
琶
9
＜
●
O
o
3
＝
餌
＆
9
一
節
Q
器
O
o
●
（
一
蕊
爬
）
¢
・
㏄
・
㏄
・
O
こ
一
）
①
○
覧
o
巽
・
器
一
・
｝
窪
8
＜
・
O
㌧
鋤
＜
o
砿
9
巴
・

（
お
。
。
藤
）
客
ド
｝
o
∴
窯
。
暮
餌
轟
＝
・
お
①
寄
。
身
9
0
。
●
＜
●
Q
壇
8
け
z
。
三
・
o
≡
ξ
・
0
9
（
累
）
㏄
国
）
7
冒
・
・
ω
と
↓
毎
8
け
H
乙
。
胃
9
。
⊇

身
≧
●
警
言
冨
σ
9
一
粋
閑
魯
昌
霞
9
・
（
一
鵠
N
）
d
あ
あ
・
ρ
等
で
あ
る
。

　
ρ
≦
・
勺
o
蔭
冒
費
　
ω
o
旨
¢
閑
Φ
0
9
旨
噂
げ
塁
o
o
h
国
く
〇
一
〇
試
o
⇒
o
騰
O
曽
㎝
o
■
餌
≦
層
o
o
一
嘱
巴
o
■
9
〈
㍉
o
目
巴
冨
三
”
憎
㌧
●
oo
貧
i
o
o
⑦
Q
o
・

　
零
o
匡
g
霞
餌
黒
　
O
げ
鉾
一
讐
一
嶺
O
O
目
8
営
一
〇
＝
の
9
■
即
ぎ
o
o
O
巴
篤
o
旨
宣
■
餌
毛
園
①
＜
6
要
”
尼
に
魔
一
ー
魔
9

　
9
ミ
慮
ヨ
○
お
”
零
〇
三
①
琶
の
○
協
ピ
帥
ヨ
勺
・
唱
・

　
Z
。
O
胃
3
N
o
“
目
ぎ
Z
暮
ξ
o
o
h
冒
島
9
巴
等
0
8
聲
一
、
乍
一
＄
ー
一
蟄
’

　
O
O
o
9
影
詳
”
　
o
も
。
o
客
。
憶
●
㎝
O
●

　
≦
●
O
o
霞
餌
胃
σ
”
　
国
一
9
昌
①
一
詳
ω
o
暁
貝
」
曽
≦
u
閏
℃
●
一
q
ー
一
㊤
。

　
Ω
o
o
畠
丁
餌
耳
”
£
）
。
息
“
勺
乍
⑦
㎝
i
“
一
・

二

　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
内
容
、
及
び
、
そ
の
分
析
に
立
ち
入
る
に
先
立
つ
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
「
制
定
」
さ
れ
て
い
る
か
、
又
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

の
形
式
如
何
と
い
う
鮎
を
概
観
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
判
例
法
の
負
う
て
い
る
弱
黙
、
特
に
、
そ
の
法
文
書
が
量
的
に
膨
大
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
程
度
の
差
は
あ
れ
、
合

衆
國
と
同
じ
く
そ
の
再
整
理
を
要
求
さ
れ
る
に
い
た
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
十
世
紀
に
お
い
て
急
激
に
増
加
し
た
祉
會
政
策
的
諸
立
法
は
、
普

通
法
に
と
つ
て
は
、
い
わ
ば
、
新
規
の
分
野
に
属
す
る
も
の
と
し
て
除
外
す
る
に
し
て
も
、
現
代
に
お
い
て
は
、
成
文
化
の
要
請
は
、
普
通
法
の

傳
統
的
、
中
心
的
な
分
野
の
成
丈
法
化
を
訟
儀
な
く
し
て
し
ま
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
九
〇
年
の
組
合
法
、
一
九
二
五
年
の
財
産
法
は
、
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
18
）

し
た
法
典
化
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
る
。

　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
　
（
九
五
）



　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
　
（
九
六
）

　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
こ
の
事
實
は
同
じ
く
當
て
は
ま
る
。
し
か
も
、
各
州
が
そ
の
主
樺
を
主
張
し
、
個
有
の
立
法
機
關
と
司
法
機
關
を
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

有
し
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
、
又
、
特
に
、
こ
れ
ら
の
州
に
お
い
て
、
多
少
の
差
異
は
あ
る
に
せ
よ
、
イ
ギ
リ
ス
の
普
通
法
を
承
櫃
し
、
イ
ギ
リ

ス
判
例
の
膿
系
、
或
は
、
判
例
法
主
義
を
探
用
し
、
特
に
、
裁
判
所
の
法
創
造
的
機
能
を
認
め
る
こ
と
か
ら
、
各
州
に
お
い
て
普
通
法
に
從
つ
た

個
有
の
法
盟
系
を
持
ち
、
蓮
邦
全
龍
と
し
て
見
る
と
、
法
は
そ
の
量
に
お
い
て
も
、
又
、
膨
大
な
も
の
と
な
つ
て
い
る
。
諸
州
に
お
い
て
個
有
の

法
を
有
す
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
、
財
産
を
爲
装
す
る
た
め
の
譲
渡
、
不
特
定
の
當
事
者
に
よ
る
共
同
訴
訟
、
虚
儒
の
住
所
を
設
定
す
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

な
ど
の
方
法
に
お
い
て
、
法
の
適
用
を
困
難
な
ら
し
め
、
グ
レ
イ
の
い
う
、

　
「
野
蟹
時
代
、
す
な
わ
ち
、
ブ
ル
ガ
ン
デ
ィ
ア
ン
や
西
ゴ
ー
ト
や
・
i
マ
が
境
を
接
し
て
住
ん
で
い
な
が
ら
、
別
々
な
法
を
持
つ
て
い
た
時
代

　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

に
逆
行
す
る
の
で
あ
る
。
」

　
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
こ
の
間
に
あ
つ
て
、
ス
イ
フ
ト
封
タ
イ
ソ
ン
事
件
（
一
八
四
二
年
）
か
ら
、
エ
リ
ー
鐵
道
會
肚
劃
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
（
一
九
・
三
八
年
）
に
い
た
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

連
邦
裁
判
所
の
判
例
法
形
成
の
過
程
を
通
し
て
試
み
ら
れ
て
い
る
、
法
の
一
般
化
の
傾
向
、
統
一
州
法
の
た
め
の
運
動
、
州
際
通
商
委
員
會
の
槽

　
　
（
邸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

限
の
増
加
、
蓮
邦
憲
法
を
、
そ
の
適
用
に
営
つ
て
擾
張
解
繹
し
て
、
そ
の
範
園
を
擾
大
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
な
ど
に
法
を
統
一
し
よ
う
と
し
た

運
動
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
、
既
存
の
法
を
中
心
に
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
制
限
を
離
れ
て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
新
し
い
試
み

と
し
て
、
事
實
上
の
「
法
典
化
」
で
あ
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
「
制
定
」
し
た
協
禽
は
、
一
九
≡
二
年
の
ア
メ
リ
カ
法
學
校
協
會
卜
霧
8
寅
註
3
9
》
琶
霞
凶
。
き
b
9
≦
oQ
9
8
一
の

決
定
に
も
と
づ
い
て
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
學
校
協
會
は
「
法
學
的
中
心
を
設
立
す
る
た
め
の
委
員
會
」
に
お
い
て
、

研
究
し
た
結
果
、
一
九
二
二
年
に
、
ル
ー
ト
を
委
員
長
と
し
、
パ
ウ
γ
ド
、
カ
ー
ド
ー
ゾ
、
デ
ー
ヴ
ィ
ス
等
三
九
人
の
、
法
學
者
、
辮
護
士
、
及

び
、
裁
判
官
か
ら
な
る
機
關
を
設
け
、
一
九
二
三
年
二
月
に
「
法
の
簡
明
化
、
及
び
、
肚
會
へ
の
適
慮
を
進
め
、
司
法
の
向
上
を
維
持
し
、
法
學



研
究
を
實
行
し
、
」
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
編
纂
を
中
心
的
な
事
業
と
す
る
協
會
の
設
立
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
協
會
は
、
そ
の
指
導
を
法
學

者
に
よ
つ
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
い
わ
ば
、
全
法
曹
を
網
羅
し
、
特
に
有
能
な
法
律
家
は
す
べ
て
こ
れ
に
加
る
に
い
た
つ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
後
に
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
法
と
し
て
の
事
實
上
の
拘
束
力
を
間
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
、
協
禽
の
中
心
事
業
で
あ
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
多
く
は
學
者
で
あ
る
特
定
の
起
草
者
に
よ
つ
て
起
草

さ
れ
、
そ
の
内
容
を
、
多
く
は
實
務
家
か
ら
成
る
評
議
員
會
に
お
い
て
評
議
し
、
全
員
総
會
の
決
を
へ
て
、
再
び
評
議
さ
れ
る
、
と
い
う
手
績
を

へ
て
「
制
定
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
採
用
し
た
形
式
は
、
後
に
は
多
少
憂
化
は
あ
る
が
、
初
期
の
も
の
に
お
い
て
は
、
原
則
汐
言
。
邑
①
と
註
繹
O
o
ヨ
臣
①
暮
と
例
解

白
畠
霞
讐
一
9
か
ら
成
り
立
つ
て
い
る
。
こ
の
原
則
は
、
い
わ
ば
、
法
律
に
お
け
る
條
文
に
當
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
詳
細
を
極
め
て
い
る
こ

と
は
、
具
膿
的
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
る
普
通
法
系
諸
國
に
お
け
る
制
定
法
以
上
の
も
の
が
あ
る
。
註
鐸
は
、
原
則
の
適
用
を
便
な
ら
し
め
る
た

め
に
、
そ
の
作
用
す
る
條
件
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
判
例
の
引
用
や
、
反
封
論
に
言
及
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
例
解
は
、
必
要
な
難
に
つ
い
て
加
え
ら
れ
、
既
存
の
判
例
、
或
は
、
假
設
さ
れ
た
判
例
を
要
約
し
、
つ
け
加
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

れ
を
通
し
て
、
判
例
法
主
義
と
法
典
法
主
義
の
長
所
を
採
用
し
、
結
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
28
）

　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
形
式
に
つ
い
て
、
更
に
問
題
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
州
註
繹
即
o
＜
冒
登
巴
訪
昌
ぎ
鼠
註
o
ロ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
州
辮

護
士
禽
に
お
い
て
、
協
會
、
及
び
、
州
法
學
校
の
援
助
に
も
と
づ
き
、
自
州
の
法
を
資
料
と
し
て
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
註
繹
を
加
え
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
作
成
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
各
州
の
任
意
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
作
成
に
あ
ま
り
に
も
多
く
勢
を
要
す
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
29
）

契
約
法
や
國
際
私
法
の
如
く
、
特
に
必
要
と
し
、
又
、
興
味
を
ひ
く
分
野
を
除
い
て
、
こ
れ
を
作
成
す
る
に
い
た
つ
て
い
な
い
。

　
（
π
）
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
田
中
保
太
郎
「
米
國
普
通
法
の
閑
Φ
馨
讐
①
巨
Φ
＝
け
の
意
義
」
法
學
論
叢
三
一
巻
八
七
t
九
九
、
七
二
一
ー
七
三
四
頁

　
　
が
あ
る
。

　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
　
（
九
七
）



（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
瓢
）

（
2
2
）

（
器
）

（
財
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
27
）

（
2
8
）

（
2
9
）

リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題

二
六

（
九
八
）

㌧
舘
ぎ
①
一
．
浮
望
》
9
一
。
。
。
ρ
汐
．
・
一
）
9
．
ξ
》
9
一
露
g

　
合
衆
國
及
び
諸
州
に
お
け
る
普
通
法
承
縫
に
つ
い
て
は
、
属
㌧
9
る
”
、
穿
①
凄
磧
田
讐
（
δ
ヨ
巨
○
冨
H
」
貧
く
言
甚
①
ご
三
3
〔
一
望
鉾
8
』
・
＝
宣
一
・
＜
畦
（
一

■
餌
≦
菊
①
三
9
5
㌧
乍
O
I
o
o
O
に
見
ら
れ
る
。
普
通
法
を
承
縫
す
る
と
い
う
こ
と
は
或
る
時
代
以
前
の
イ
ギ
リ
ス
法
を
法
源
と
し
て
う
け
入
れ
る
、
と
い
う

こ
と
と
、
挾
く
先
例
拘
束
の
原
則
の
み
を
採
用
す
る
こ
と
と
に
分
つ
て
考
ズ
ら
れ
、
問
題
を
後
者
に
の
み
限
定
す
る
場
合
も
存
す
る
が
、
ア
メ
リ
ヵ
に
お
い
て

は
、
成
丈
法
上
の
明
示
の
有
無
に
か
x
わ
ら
ず
、
爾
者
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

　
竃
．
≦
Φ
＝
α
Φ
＝
”
　
菊
①
一
ρ
6
一
〇
冨
の
び
Φ
け
≦
、
①
①
冨
電
Φ
O
①
目
餌
一
餌
⇒
ユ
乙Q
け
餌
δ
O
O
O
9
円
け
9
臆
。
0
9

　
Q
り
餌
『
一
　
〇
℃
。
O
一
¢
頃
．
N
凶
q
●

　
oQ
～
＜
一
出
け
く
。
目
矯
ω
O
⇒
（
一
Q
O
山
b
p
）
一
①
一
）
①
壁
一
●

尋
．
一
①
寄
旨
。
＆
0
9
〈
●
、
㌧
〇
三
）
一
含
の
（
ご
。
。
・
。
）
。
。
謹
一
｝
●
oo
・
①
卜

　
統
一
法
典
浬
動
に
つ
い
て
は
、
一
八
八
九
年
に
ア
メ
リ
カ
辞
護
士
含
》
巨
9
．
8
舘
一
切
貰
．
》
。
q
8
0
宣
江
o
冨
に
委
員
含
を
設
け
ら
れ
た
。
各
州
に
お
い
て
同

じ
法
を
持
つ
こ
と
を
勘
告
し
、
そ
の
案
を
作
、
成
す
る
の
で
あ
る
。
現
在
は
法
律
協
會
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ろ
。
こ
れ
に
は
、
流
通

謹
券
法
Z
o
鹸
9
貯
亘
①
一
お
畦
葺
琶
①
暮
》
9
　
の
如
く
、
そ
の
必
要
か
ら
、
全
州
、
及
び
、
準
州
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
一
般
に
、
全
州
に

入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
又
、
各
州
が
判
例
法
主
義
に
よ
る
以
上
、
後
に
裁
判
所
を
通
し
て
判
例
法
と
し
て
は
個
別
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。

　
州
際
通
商
委
員
會
｛
一
詳
Φ
お
蜜
ε
O
O
9
ヨ
霞
8
0
0
ヨ
巨
謎
巴
9
一
は
一
八
八
七
年
の
法
律
に
も
と
づ
い
て
設
立
さ
れ
、
準
司
法
的
な
機
關
と
し
て
、
衣
第

に
そ
の
管
轄
を
撲
大
し
て
い
る
。

　
蓮
邦
憲
法
に
お
い
て
、
蓮
邦
の
僅
限
は
制
限
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
O
一
ご
げ
o
一
一
ω
＜
。
○
瞬
血
①
＝
（
お
曽
）
詑
q
・
OQ
・
ご
一
、
㊦
旨
一
3
、
一
＜
p
風
p
く
・

≦
ぎ
①
ゴ
磯
g
。
●
辱
一
（
蒔
o
o
。
●
（
一
。
。
鰹
）
鰹
c
あ
●
竃
。
。
旧
（
δ
。
一
身
く
●
｝
w
8
民
。
剛
≦
鴛
自
9
あ
・
＝
）
。
詳
9
魔
｝
邑
p
琶
喜
宣
（
一
。c
望
）
㎝
。
。
9

¢
器
ヨ
≦
簿
び
緩
ダ
馨
■
o
巳
の
簿
昌
山
勺
習
旨
o
O
9
＜
一
≡
ご
一
〇
δ
（
一
〇
c
o
o
O
）
崔
o
o
¢
。
ω
●
㎝
竃
な
ど
に
見
え
る
よ
う
に
、
州
際
通
商
委
員
倉
の
諸
機
能

に
っ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
州
際
通
商
條
項
宮
ε
お
蜜
a
（
δ
巨
目
Φ
3
①
（
〕
寅
額
o
（
連
邦
憲
法
一
條
八
項
三
）
を
擾
張
解
繹
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
生
ず
る
。

　
例
解
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
一
八
九
三
年
、
謹
採
規
則
国
く
幽
3
昌
8
9
・
黛
讐
ぢ
O
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
又
、
同
じ
く
普
通
法
の
影
響
の
下
に
あ
る
、

ア
ン
グ
・
・
イ
ン
ド
法
の
成
丈
法
上
も
見
ら
れ
る
。
何
れ
ち
原
則
の
解
理
の
規
準
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
9
・
巳
霧
O
声
OQ
ε
ゴ
ε
一
糞
≦
心
e
げ

①
亀
こ
勺
て
。
図
O
㊤
o
ー
爬
O
軋
轟
ウ
昭
…
。

　
或
は
y
O
o
巳
距
≡
5
5
鉱
○
ン
ω
け
帥
け
O
毎
三
一
9
P
江
○
＝
と
使
わ
れ
て
い
る
。

　
一
九
三
九
年
の
「
裁
判
所
に
お
け
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ソ
ト
」
一
囚
o
o
。
9
ε
5
9
詳
ぎ
夢
○
（
6
5
旨
（
法
律
協
台
酸
行
）
に
よ
る
と
、
州
註
鐸
は
、
最
9
．
多
い



契
約
法
に
お
い
て
も
二
六
州
、
少
い
、
不
法
行
角
及
び
財
産
法
に
つ
い
て
は
、
夫
々
、
四
州
に
お
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

三

　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
考
え
る
に
際
し
て
、
第
一
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
れ
が
、
主
と
し
て
學
究
に
よ
つ
て
そ
の
獲
案
及
び
「
制
定
」
の

指
導
穰
を
に
ぎ
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。
元
來
、
普
通
法
に
お
い
て
は
、
法
は
實
務
に
あ
る
法
曹
を
中
心
に
育
て
ら
れ
て
來
て
い
る
。
試

み
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
法
學
院
ぎ
霧
9
0
薯
旨
は
、
い
わ
ば
辮
護
士
會
で
あ
る
と
共
に
、
普
通
法
の
た
め
の
最
高
教
育
機
關
で
あ
つ
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
が
大
學
に
お
い
て
普
通
法
を
講
じ
て
か
ら
、
今
に
い
た
る
ま
で
、
二
〇
〇
年
に
足
り
な
い
、
こ
れ
は
一
〇
〇
〇
年
に
及
ぶ
普

通
法
の
歴
史
に
比
し
て
も
、
八
O
O
年
に
及
ぶ
イ
ギ
リ
ス
の
大
學
の
歴
史
に
比
し
て
も
そ
の
短
か
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
陸
に
お

い
て
は
、
法
を
育
て
る
に
當
つ
て
、
學
校
の
占
め
る
地
位
は
始
め
か
ら
確
乎
た
る
も
の
が
あ
り
、
學
究
の
意
見
は
、
し
ば
し
ば
、
且
ハ
膿
的
な
孚
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

の
解
決
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
に
い
た
つ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
實
務
を
中
心
に
維
持
さ
れ
て
來
た
普
通
法
は
、
理
論
的
・
膿
系
的
な
研
究
よ
り
も
、
，
個
々
の
事
件
の
解
決
に
追
わ
れ
、
そ
の
組
織

的
な
護
展
に
欲
け
る
と
こ
ろ
が
少
く
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
合
衆
國
に
お
い
て
は
、
法
學
校
教
育
の
占
め
る
地
位
は
、
イ
ギ
リ
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

比
し
て
よ
り
重
く
考
え
ら
れ
て
來
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
に
お
い
て
は
、
到
例
の
量
的
な
膨
大
さ
、
不
確
實
と
い
う
こ
と
が
、
法
律
家
と
な
る

に
は
實
務
家
の
徒
弟
と
し
て
研
脅
す
れ
ば
足
り
た
時
代
と
異
つ
て
來
て
い
る
。
更
に
、
ア
メ
リ
カ
に
植
民
を
開
始
し
た
時
は
、
た
ま
た
ま
、
封
建

法
か
ら
近
代
法
へ
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
法
上
の
大
攣
革
の
時
代
で
あ
り
、
古
い
時
代
の
法
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
ク
や
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
の
著
作

の
如
き
、
よ
り
膿
系
化
さ
れ
た
學
的
成
果
に
從
つ
て
學
ぶ
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
始
め
か
ら
學
的
成
果
に
よ
り
多
く
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舘
）

存
し
た
と
い
う
初
期
の
事
情
を
う
か
が
う
に
足
り
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
的
な
法
學
校
教
育
に
お
い
て
も
、
後
に
、
國
家
的
な
規
模
を
以
て
す
る

　
（
3
3
）

法
學
校
の
襲
達
に
と
も
な
い
、
そ
こ
に
お
い
て
、
蓮
邦
法
と
諸
州
法
が
敷
多
く
存
す
る
時
、
如
何
な
る
法
を
教
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
　
　
（
九
九
）



　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
（
一
〇
〇
）

困
惑
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
か
く
し
て
、
グ
ッ
ド
ハ
ー
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
お
い
て
は
學
生
は
自
ら
、
最
良
と
考
え
る
法
一
般
を
創
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頷
）

す
る
こ
と
、
法
に
馴
れ
る
と
い
う
こ
と
に
向
け
ら
れ
、
何
を
學
ぶ
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
は
遠
ざ
か
つ
て
し
ま
つ
て
い
る
。
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

は
、
判
例
法
の
膨
大
な
こ
と
を
原
因
と
し
て
い
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
に
實
務
家
が
困
惑
し
て
い
る
時
に
、
學
究
が
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

方
向
を
考
え
出
す
チ
マ
ン
ス
を
見
出
し
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
は
、
法
學
校
、
及
び
、
研
究
と
教
育
に
從
う
も
の
が
、
何
を

學
び
、
何
を
教
え
る
の
か
、
既
に
困
惑
の
中
に
あ
つ
た
、
と
い
え
よ
う
。

　
た
だ
、
學
究
に
お
い
て
こ
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
課
題
と
な
つ
た
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
そ
の
も
の
は
、
そ
の
形
式
に

お
い
て
も
、
豫
め
意
圖
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
充
分
に
表
明
し
て
い
な
か
つ
た
に
せ
よ
、
す
く
な
く
と
も
そ
こ
に
お
い
て
、
問
題
と
さ
れ
た
學
詮
や
、

特
殊
な
大
前
提
を
め
ぐ
つ
て
、
後
に
議
論
を
ま
き
お
こ
す
に
い
た
つ
た
。
そ
の
た
め
に
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
γ
ト
が
裁
判
所
に
お
い
て
そ
の
贋
値
を

重
く
見
ら
れ
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
研
究
の
封
象
と
し
て
注
目
さ
れ
、
批
判
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
、
廣
く
興
味
を
ひ
き
起
し
え
た
の
で

あ
る
。
ア
イ
ン
チ
ー
マ
が
、
コ
ー
ク
を
引
用
し
て
、

　
「
普
通
法
を
よ
り
良
い
方
向
に
向
わ
せ
る
た
め
…
－
多
く
の
學
論
に
も
と
づ
い
た
ア
ブ
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
は
、
著
者
そ
の
も
の
を
釜
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

た
し
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
多
く
の
偏
見
を
ひ
き
起
す
」

　
と
い
つ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、
同
じ
く
當
て
は
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
「
制
定
」
を
通
し
て
、
私
的
な
法
研
究
に
關
し
て
與
え
ら
れ
た
助
力
、
共
同
の
作
業
の
成
果
、
新
し
い

法
律
間
題
に
刺
戟
を
與
え
た
、
と
い
つ
た
黙
で
は
、
そ
の
憤
値
は
決
し
て
少
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
30
）
』
］
W
曙
8
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O
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窟
一
9
一
け
o
騰
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①
び
Φ
撃
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霞
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⑦
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国
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孟
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陀
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誤
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刈
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凶
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q
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（
一

　
　
　
『
q
こ
ψ
℃
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q
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9
5
①
・

　
（
ぞ
　
吋
轟
昌
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営
”
国
一
〇
。
ε
二
〇
麿
司
g
5
自
o
胃
亀
≧
一
δ
ユ
畠
一
二
う
≦
【
一
あ
菖
言
ε
”
肉
①
ロ
蜜
ε
ヨ
9
訴
富
．
穿
響
5
一
菖
o
＝
け
o
O
o
（
一
自
o
客
冨
ご
鳶
二
舘
く
弩
〔
一

　
　
　
ピ
㌍
＜
閑
①
≦
①
き
乍
一
〇
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謡
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（
認
）

（
3
3
）

（
艇
）

（
騎
）

（
3
6
）

　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
法
曹
は
一
元
化
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
護
士
協
會
か
ら
法
學
校
協
含
が
分
離
し
、
そ
れ
以
來
こ
の
分
離
の
傾
向
が
著
し
く
な
つ
て
來
て
い

る
。　

例
え
ば
・
ハ
ー
バ
ー
ド
や
エ
ー
ル
と
い
う
州
に
關
係
の
な
い
法
學
校
に
お
い
て
、
ど
の
法
を
教
え
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　
O
o
o
色
影
詳
“
　
○
℃
。
o
容
●
勺
勺
●
⑦
oo
－
8
・

　
O
胃
戯
o
N
o
“
o
娼
．
o
空
0
3
霜
9
乍
一
・

o
。
ざ
営
害
①
嘗
①
9
図
．
）
ε
害
自
g
㌧
胃
江
願
る
①
葺
星
ぎ
葺
K
暮
9
冒
・
曾
≧
一
包
§
二
」
舅
冒
一
。
。
葺
ε
け
Φ
㌔
・
。
蚕
ぎ
一
6
撃
一

国
器
解
望
の
冒
目
二
げ
g
6
①
8
竃
o
冒
昌
霧
鑓
k
・

四

　
吹
に
問
題
と
な
る
黙
は
、
そ
れ
が
何
故
に
形
式
に
お
い
て
法
典
に
類
似
し
た
も
の
に
な
つ
た
の
か
、
・
て
の
た
め
に
、
こ
れ
に
關
蓮
し
て
如
何
な

る
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
判
例
法
は
、
そ
の
實
誰
的
な
傾
向
、
或
は
、
且
ハ
艦
的
な
判
例
か
ら
、
法
を
穫
見
し
、
そ
れ
を
適
用
す
る
と
い
う
二
重
の
操
作
を
通
し
て
、
そ
の

中
に
、
揮
力
性
と
固
定
性
と
い
う
互
に
矛
盾
し
合
つ
た
性
格
を
調
和
し
て
い
る
が
、
法
典
法
の
側
か
ら
見
る
と
、
制
例
法
の
中
に
は
少
な
か
ら
ざ

る
嵌
黙
を
見
出
し
う
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
孚
が
生
じ
た
場
合
に
、
當
事
者
で
あ
る
個
人
が
、
法
律
家
を
雇
傭
し
て
問
題
と
な
つ
て
い
る
事

件
の
解
決
に
當
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
や
や
も
す
る
と
、
黛
派
的
な
感
情
に
支
配
さ
れ
や
す
く
、
又
、
そ
の
私
的
な
雪
を
解
決
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

と
に
汲
々
と
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
や
す
い
。
合
衆
國
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
、
憲
法
上
の
事
件
に
つ
い
て
も
少
な
か
ら
ざ
る
「
黛
派
的
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

な
判
決
を
見
る
こ
と
も
不
可
能
で
な
い
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
敢
て
、
普
通
法
系
の
諸
國
に
特
色
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
重
要

な
こ
と
は
こ
れ
ら
の
國
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
判
決
の
過
程
を
通
し
て
法
を
創
造
し
て
行
く
の
で
あ
り
、
後
に
、
不
適
當
と
思
わ
れ
る
判
決
か

ら
も
レ
イ
シ
オ
・
デ
シ
デ
ン
ダ
イ
を
見
出
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
不
適
切
な
判
例
を
法
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
、
肚
會
的

　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
麺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
（
一
〇
一
）



　
　
　
リ
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三
〇
　
　
　
（
一
〇
二
）

な
安
當
性
を
欲
く
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
生
ず
る
の
で
あ
る
。
又
、
こ
の
よ
う
な
私
的
な
争
に
介
入
す
る
、
と
い
う
形
に
よ
る
の
で
、
注
律
家
は
、

こ
の
新
し
い
事
件
に
つ
い
て
、
新
し
い
規
範
を
敢
て
稜
見
し
、
又
は
、
創
造
し
よ
う
と
す
る
危
陰
を
お
か
す
こ
と
を
避
け
、
ス
テ
ア
．
デ
サ
イ
シ

ス
と
い
う
口
實
に
逃
げ
込
む
の
で
あ
る
。
更
に
又
、
間
題
と
な
つ
た
先
例
を
、
レ
イ
シ
オ
・
デ
シ
デ
ン
ダ
イ
と
オ
ビ
ク
・
デ
イ
ク
タ
と
い
う
、
拘

束
力
の
段
階
を
異
に
す
る
二
つ
の
部
分
に
分
ち
、
し
か
も
、
そ
の
匿
分
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
の
で
、
し
ば
し
ば
不
確
實
な
基
準
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
39
）

從
つ
て
、
法
を
穫
見
し
、
將
來
に
封
し
て
拘
束
力
を
有
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

　
判
例
法
主
義
と
い
う
こ
と
か
ら
生
ず
る
、
も
う
一
つ
の
間
題
は
、
用
語
に
お
け
る
統
一
性
を
歓
い
て
い
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
。
古
く
か
ら
司
法

的
に
中
央
集
灌
化
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
こ
の
こ
と
に
成
功
し
て
い
な
い
、
特
に
、
普
通
法
が
歴
史
的
に
集
積
さ
れ
て
い
る
以
上
、
こ

の
こ
と
は
避
け
難
い
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
用
語
の
不
統
一
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
概
念
の
不
明
確
は
、
現
に
孚
を
解
決
す
る
に
営
つ
て
不
必
要
な

負
捲
を
多
く
す
る
。
い
う
ま
て
も
な
く
、
用
語
を
統
］
す
る
こ
と
は
、
逆
に
、
動
的
な
機
能
を
失
い
や
す
い
、
と
い
う
問
題
を
持
つ
に
し
で
、
も
、

法
的
な
確
實
性
、
安
定
性
に
と
つ
て
、
用
語
の
確
立
は
そ
れ
を
保
謹
す
る
の
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
、
法
典
へ
の
一
段
階
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
フ
ラ
γ
ク
リ
ン
は
、
大
陸
に
お
け
る
法
典
法
は
、
現

在
に
お
．
い
て
も
容
易
に
改
愛
さ
れ
る
可
能
性
も
な
く
、
又
、
こ
う
し
た
杜
會
の
急
激
な
憂
革
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
如
）

る
こ
と
を
指
摘
し
、
法
典
の
優
れ
る
ゆ
え
ん
を
張
調
し
て
い
る
。
合
衆
國
に
お
い
て
も
、
そ
の
法
の
形
成
期
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
封
す
る
反

感
か
ら
、
フ
ラ
γ
ス
法
へ
の
接
近
が
見
ら
れ
た
。
特
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
に
お
い
て
大
成
さ
れ
た
法
典
に
容
易
に
近
づ
き
・
）
る
に
い
た
り
、
叉

十
九
世
紀
の
自
然
注
思
想
に
ょ
つ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
法
典
化
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ざ
る
刺
戟
と
な
つ
て
い
る
。
。
ハ
ゥ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

に
よ
つ
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
し
て
の
普
通
法
上
の
椹
利
が
、
人
と
し
て
の
自
然
礎
に
よ
つ
て
張
化
さ
れ
る
も
の
と
指
摘
す
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
ア

メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
よ
り
も
、
自
然
法
と
の
密
接
な
開
蓮
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、

不
成
功
に
終
つ
た
と
は
い
え
、
ニ
ェ
ー
・
ヨ
ー
ク
民
法
典
、
更
に
つ
づ
く
、
二
、
三
の
州
に
お
け
る
民
法
典
の
制
定
は
、
特
に
こ
の
間
の
事
情
を



示
す
も
の
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
後
に
事
實
上
の
法
典
化
で
あ
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
示
唆
を
與
え
た
も
の

で
も
あ
る
。

　
次
に
、
こ
の
よ
う
な
判
例
法
の
持
つ
て
い
る
弱
黙
、
及
び
、
そ
の
解
決
の
課
題
と
し
て
の
事
實
上
の
法
典
化
で
あ
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
、

ど
の
よ
う
な
範
園
に
お
い
て
「
法
典
化
」
を
實
現
し
、
そ
の
中
に
い
か
な
る
問
題
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
、
）
か
。

　
第
一
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
既
存
の
法
の
リ
ス
テ
イ
ト
、
す
な
わ
ち
、
再
述
で
あ
る
と
い
、
）
こ
と
に
見
ら
れ
る
。

そ
れ
は
極
め
て
制
限
さ
れ
た
意
味
に
お
い
て
法
式
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
を
明
確
に
し
、
合
目
的
的
に
そ
れ
を
改
善
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姐
）

う
と
す
る
方
向
は
妨
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
軍
に
用
語
を
統
一
す
る
こ
と
だ
け
に
止
ま
つ
て
し
ま
つ
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

た
め
に
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
法
典
、
或
は
準
法
典
で
な
い
と
考
え
る
立
場
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
著
作
の
一
種
と
考
え
、
そ
の
著
作
で
あ

る
と
い
う
限
ら
れ
た
範
園
に
お
い
て
裁
到
に
お
け
る
基
準
と
し
て
考
え
る
に
當
つ
て
も
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
持
つ
償
値
を
低
く
し
て
し
ま
つ

た
。
そ
れ
は
、
一
般
に
、
著
作
や
樺
威
的
典
籍
に
お
い
て
は
、
間
題
の
解
決
に
當
り
疑
義
を
生
じ
た
際
に
、
そ
こ
か
ら
指
導
的
な
内
容
を
汲
み
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
）

る
こ
と
に
お
い
て
意
義
が
あ
る
の
で
あ
り
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
γ
ト
が
、
輩
に
リ
ス
テ
イ
ト
で
あ
れ
ば
、
そ
の
素
材
を
な
し
て
い
た
先
例
を
、
直
接

に
探
索
す
る
こ
と
を
有
利
と
し
て
し
」
一
ホ
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
先
例
の
探
索
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
γ
ト
は
直
接
に
は
そ
れ
に
濁
れ
な

か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
間
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
更
に
進
ん
で
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
、
文
書
的
な
固
定
化
審
図
言
巴
8
臣
貰
一
身
で
あ
る
に
し
て
も
、

そ
れ
を
法
典
と
し
」
或
は
準
法
典
と
見
な
し
、
更
に
、
そ
の
よ
う
な
方
向
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
い
う
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
黙
に
あ

ろ
う
。
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
國
家
の
立
法
機
關
に
よ
つ
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
叉
、
判
例
法
主
義
を
採
用
し
て
い
る
場
合
に
、
裁

到
官
が
公
的
な
立
場
に
お
い
て
創
造
し
た
法
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
も
出
來
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
法
で
は
な
い
こ
と
は
、
お
の
ず
か
ら
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヤ
　
も

ら
か
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
拘
束
力
が
問
題
に
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
構
成
員
が
、
重
要
な
法
律
家
を
以
て
占
め
ら
れ
て
い
る
事
實
か
ら
問
わ

　
　
　
リ
ス
テ
イ
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メ
ン
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を
中
心
と
し
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メ
リ
カ
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例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
　
（
一
〇
三
）



　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
（
一
〇
四
）

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
に
加
つ
て
、
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
以
上
は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
表
れ
て
來
る
内
容
に
從
い
、
自
ら
そ
の
属
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
フ
ア
ク
ト

る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
法
の
運
螢
を
行
う
、
と
い
う
こ
と
は
見
ら
れ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
、
事
實
上
の
問
題
で
あ
り
、
法
的
な
拘

束
力
の
問
題
で
は
な
い
。

　
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
い
う
よ
う
に
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
法
典
化
へ
の
必
然
的
な
傾
向
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
廻
）

と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
判
例
法
の
歓
陥
を
一
方
的
に
抽
出
す
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
り
、
大
陸
法
と
普
通
法
の
根
本
的
な
相
違
、
特
に
、

法
創
造
の
機
能
に
お
け
る
相
違
黙
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
、
法
典
法
を
大
陸
法
に
お
け
る
意
味
に
お
い
て
進
め
よ
う

と
す
る
な
ら
ば
、
普
通
法
は
全
腱
系
を
放
棄
し
て
、
新
し
い
方
向
に
い
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
彼
自
身
も
、
問
題
を
歴
史
が
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弱
）

決
す
る
も
の
と
い
つ
て
解
答
を
残
し
、
早
急
に
豫
測
す
る
こ
と
は
、
當
て
推
量
㎎
奉
誤
に
な
る
と
認
め
て
い
る
。

　
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
先
例
に
從
つ
て
裁
到
を
行
つ
て
い
る
裁
判
所
に
お
い
て
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
拘
束
力
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
は
明

　
　
　
（
娼
）

ら
か
で
あ
る
。
協
會
に
お
い
て
も
、
又
、
一
九
三
九
年
の
「
裁
制
所
に
お
け
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
γ
ト
」
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
法
典
化
で
は
な
い
、

又
、
法
典
化
へ
の
意
圖
も
な
い
こ
と
を
認
め
、
し
か
も
、
先
例
に
從
う
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
い
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

從
う
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
、
と
い
う
、
二
重
の
意
味
を
含
ま
せ
て
い
る
。

（
3
7
）

（
3
8
）

（
3
9
）

（
4
0
）
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例
え
ぼ
、
合
衆
國
に
お
け
る
最
も
重
要
な
原
則
の
一
つ
で
あ
る
違
憲
法
令
審
査
を
確
立
し
た
ま
鎚
芒
一
】
蔓
く
’
舅
乞
置
2
一
（
一
〇
〇
8
）
9
鑓
さ
F
富
q
は
、

連
邦
主
義
者
と
反
連
邦
主
義
者
と
の
争
に
關
連
し
、
連
邦
主
義
者
で
あ
る
マ
ー
シ
ヤ
ル
首
席
判
事
の
、
い
わ
ば
「
政
治
的
」
な
判
決
で
あ
り
、
叉
、
前
記
の
蓮

邦
と
州
と
の
關
係
を
明
ら
か
に
し
た
、
と
い
わ
れ
る
Oo
且
律
！
、
9
虜
．
8
冒
は
、
ス
ト
ー
リ
イ
判
事
が
連
邦
椹
主
義
者
で
あ
つ
た
、
と
い
う
こ
と
を
離
れ
て
は

考
え
ら
れ
な
い
。
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酌
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9
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暁
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①
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奮
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評
ω
薯
巴
一
こ
弩
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門
言
9
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・
讐
象
δ
言
5
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二
誉
≦
㌔
一
）
●
一
占
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．
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詳
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合
衆
國
に
お
い
て
著
作
は
時
に
國
（
州
）
際
私
法
の
領
域
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ
は
そ
の
鮎
に
適
當
な
制
定
法
が
見
ら
れ
な
い
か

ら
で
あ
ろ
う
。

．
法
は
裁
判
を
通
し
て
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
法
創
造
機
能
が
問
題
に
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
陸
に
お
け
る
完
成
さ
れ
た
成
丈
法
の
艦
系
の
下
に
直
ち

に
裁
判
官
の
法
創
造
と
い
う
こ
と
を
取
り
上
げ
難
い
が
、
判
例
法
主
義
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
に
ょ
る
法
創
造
を
考
え
る
こ
と
は
オ
1
ス
チ
ン
及
び
そ
の
亜
流

に
っ
い
て
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
国
国
即
冒
犀
一
ぎ
”
　
o
や
o
岸
●
℃
●
一
〇
〇
り
蔭
●

　
■
帥
昌
磯
創
Φ
一
く
●
団
①
一
国
●
留
O
。
Z
●
網
・
嶺
O
｝
冨
躯
・

　
菊
Φ
o
q
け
曽
紳
Φ
ヨ
Φ
p
計
凶
ロ
け
げ
Φ
O
o
g
『
宏
｝
］
b
o
o
Qo
い
閲
●
り
●

五

　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
法
典
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
つ
て
も
、
形
式
に
お
い
て
法
律
の
條
文
、
及
び
、
そ
の
註
繹
書
に
類
似
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
黙
に
つ
い
て
、
も
う
す
こ
し
考
え
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
簡
易
化
し
た
、
と
い
い
な
が
ら
も
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
い
て
一
〇
〇
萬
字
し
か
使
用
し
て
い
な
い
の

に
封
し
て
、
契
約
法
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
み
で
も
、
三
〇
〇
萬
字
を
使
用
し
て
い
る
、
と
い
う
比
較
に
お
い
て
、
そ
れ
が
な
お
不
徹
底
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）

る
こ
と
の
示
唆
を
與
え
ら
れ
る
が
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
條
文
に
當
る
原
則
の
み
に
よ
つ
て
成
つ
て
い
る
の
で
な
く
、
殆
ど
多
く
を
註
解
と

例
解
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
原
則
に
お
い
て
も
、
な
お
膨
大
で
あ
る
に
し
て
も
、
普
通
法
系
に
お
い
て
、
法
典
は
文
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）

解
繹
を
第
一
と
す
る
の
で
、
し
ば
し
ば
、
用
語
を
重
複
し
、
冗
長
に
わ
た
る
の
で
あ
り
、
爾
法
系
の
成
文
法
に
封
す
る
性
格
を
無
覗
し
て
、
文
字

の
数
を
以
て
法
式
化
が
不
徹
底
で
あ
る
、
と
す
る
こ
と
は
當
つ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
　
（
一
〇
五
）



　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
　
（
一
〇
六
）

　
二
、
こ
の
こ
と
よ
り
、
更
に
間
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
註
繹
の
性
格
に
つ
い
て
で
あ
る
。
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
廣
く
宣
傳
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
、
叉
、
學
究
の
仕
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
初
に
計
叢
さ
れ
た
詳
細
な
論
読
円
お
彗
富
Φ
が
節
減
さ
れ
、
理
論
的
な

解
明
を
與
え
る
こ
と
に
欲
け
て
し
ま
つ
た
。
こ
の
た
め
、
軍
に
法
を
拘
束
力
あ
る
も
の
と
し
て
簡
易
化
す
る
、
と
い
う
鮎
に
だ
け
追
わ
れ
て
し
ま

つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
簡
易
化
さ
れ
た
原
則
に
つ
い
て
は
、
充
分
な
論
明
が
必
要
と
さ
れ
る
。
特
に
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
採
り
上
げ
た
註

繹
に
お
い
て
は
、
現
に
存
す
る
反
封
詮
の
詮
明
が
な
く
、
そ
れ
を
簡
易
化
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
つ
た
判
例
の
引
照
が
な
い
。
軍
に
、
原
則
を
條

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
メ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ツ
ク
　
レ
タ
マ
の
ブ
リ
ン
シ
プ
ル

丈
と
考
え
、
そ
れ
に
註
繹
す
る
と
い
う
こ
と
に
止
ま
つ
て
い
る
。
元
來
は
、
一
般
に
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
主
要
な
部
分
は
、
黒
字
の
原
則

と
見
ら
れ
て
い
た
、
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
の
み
で
は
リ
ス
テ
イ
ト
メ
γ
ト
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
徹
底
し
え
ず
、
後
に
多
少
、
論
読
に
近
づ
い
た
、

理
由
書
国
図
覧
導
彗
o
昌
乞
9
①
を
以
て
、
註
解
に
代
え
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
の
黙
は
、
ル
イ
ス
に
よ
つ
て
い
わ
れ
て
い
る
、

　
「
契
約
法
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
筆
者
註
、
最
初
に
出
來
た
も
の
で
あ
る
）
を
吟
味
し
た
結
果
、
將
來
に
封
し
て
、
間
題
を
提
出
す
る
よ
、
）
な
、

法
的
註
繹
甘
鼠
。
。
就
0
8
目
言
Φ
暮
と
も
い
う
べ
き
部
分
、
す
な
わ
ち
、
各
條
項
に
示
さ
れ
て
い
る
法
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
、
よ
り
廣
い
原
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

を
述
べ
て
い
る
註
繹
が
増
加
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
」

　
と
い
つ
て
い
る
こ
と
に
、
｝
般
的
に
當
て
は
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
た
と
え
ば
、
契
約
法
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
ウ
イ
リ
ス
ト
ン
の
契

約
法
の
著
作
に
多
く
準
擦
し
て
い
た
し
、
叉
將
來
に
お
い
て
も
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
使
用
に
當
り
、
併
せ
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
實

が
、
多
く
存
す
る
の
は
こ
の
間
の
事
情
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
、
明
白
な
弱
難
は
、
そ
れ
が
法
典
で
な
く
、
軍
な
る
著
作
と
見
ら
れ
る
場
合
に
も
、
し
ば
し
ば
、
そ
の

根
擦
と
し
た
資
料
が
註
解
に
お
い
て
示
さ
れ
な
い
た
め
に
、
明
確
性
を
欲
く
こ
と
か
ら
、
原
則
の
有
す
る
拘
束
力
の
起
源
に
つ
い
て
、
疑
問
を
持

た
れ
る
に
い
た
つ
て
七
ま
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
三
、
形
式
の
面
に
お
い
て
、
更
に
間
題
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
州
註
繹
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
持
た
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
論



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

論
が
無
か
つ
た
場
合
と
同
様
に
、
充
分
な
論
明
を
訣
く
に
い
た
る
、
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
。
更
に
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
γ
ト
は
、
本
來
は

蓮
邦
に
お
け
る
法
の
統
一
と
い
う
一
つ
の
役
割
を
負
つ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
州
註
繹
を
進
め
た
た
め
に
、
か
え
つ
て
州
法
の
個
有
性
を
彊

調
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
州
法
が
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
内
容
と
同
じ
も
の
な
ら
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

を
國
家
的
な
成
文
法
と
假
定
し
て
み
る
と
、
別
に
州
註
縄
を
設
け
る
必
要
は
な
い
、
又
、
州
法
が
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
相
抵
鰯
す
る
と
、
そ
う

し
た
州
法
に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
州
註
繹
は
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
慶
す
る
か
、
み
ず
か
ら
、
そ
の
席
を
ゆ
ず
る
か
、
そ
の
選
探
を
彊
い
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
更
に
叉
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
州
註
繹
の
作
域
に
當
つ
て
、
州
辮
護
士
禽
、
州
法
學
校
の
負
措
が
あ
ま
り
に
も
大
き
か
つ
た
の

で
、
出
來
る
だ
け
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
法
で
あ
り
、
普
通
法
に
属
す
る
と
い
つ
て
も
、
こ
の
國
は
、
そ
の
起
源
を
た
ど
る
と
、

州
か
ら
濃
展
し
、
現
に
、
州
主
権
と
蓮
邦
の
制
限
さ
れ
た
椹
限
が
明
ら
か
で
あ
る
以
上
、
特
に
、
判
例
法
主
義
に
も
と
づ
く
普
通
法
を
承
縫
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
52
）

い
る
、
と
い
う
場
合
に
お
い
て
も
、
普
通
法
の
承
糠
、
そ
れ
に
つ
づ
く
法
の
穫
展
は
、
州
に
お
い
て
見
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
現
に
、
州
法
間
の
相

違
は
、
し
ば
し
ば
、
そ
の
本
質
的
な
部
分
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
州
註
繹
を
通
し
て
州
法
の
個
有
性
を
強
調
し
た
こ
と
が
、
は
か
ら
ず

も
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
將
來
に
お
い
て
、
そ
の
重
い
負
捲
を
檜
す
こ
と
と
な
つ
て
來
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
（
4
8
）
　
蜀
轟
冨
軍
ぎ
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（
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）
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柳
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凶
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Q
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鱒
N
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QQ
国
麻
●

　
　
　
引
用
し
た
黙
に
つ
づ
い
て
、
ル
イ
ス
は
「
契
約
法
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
無
意
識
に
、
ウ
イ
リ
ス
ト
ン
の
著
書
に
よ
り
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に

　
　
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
し
ぼ
し
ぼ
、
草
案
に
お
い
て
こ
の
著
書
を
参
照
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
滲
照
に
ワ
い
て
は
公
式
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
か

　
　
ら
は
省
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
の
意
見
で
は
、
こ
の
よ
う
な
註
繹
は
有
用
で
あ
り
、
す
く
な
く
と
も
、
理
由
が
不
明
瞭
な
各
條
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
必

　
　
要
と
す
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
現
在
の
我
々
の
草
案
に
お
い
て
ば
法
理
的
註
縄
は
櫓
加
し
て
い
る
が
、
實
際
上
の
困
難
が
あ
る
、
…
…
し
か
し
こ
の
よ
う

　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
　
（
一
〇
七
）



　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題

　
　
な
註
繹
を
層
加
す
る
た
め
に
時
間
を
費
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

（
5
1
）
　
肖
暮
Φ
】
β
碧
　
o
》
9
曾
b
●
零
戯
．

（
52
）
前
掲
勺
8
①
の
論
丈
は
こ
の
間
の
事
情
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
六

（
一
〇
八
）

一』
ノ、

　
剛
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
將
來
に
お
い
て
、
そ
れ
が
期
待
さ
れ
た
程
の
成
果
を
な
し
と
げ
得
な
か
つ
た
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
リ
ス
テ
イ
ト

す
る
仕
事
に
從
つ
た
入
々
が
、
ア
メ
リ
カ
法
を
中
心
に
、
そ
の
新
し
い
方
向
を
求
め
る
こ
と
に
の
み
追
わ
れ
、
時
間
に
お
い
て
も
、
費
用
に
お
い

て
も
充
分
で
な
か
つ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
つ
た
が
、
更
に
外
國
法
と
の
比
較
研
究
が
嵌
廿
、
叉
、
外
國
法
の
成
果
を
参
照
と
す
る
と
こ
ろ
に
歓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
53
）

け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
一
見
、
奇
異
に
感
ぜ
ら
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
を
再
整
理
す
る
運
動
は
、
一
九
世
紀
を
通
し
て
イ
ギ
リ
ス

に
お
い
て
著
し
く
表
れ
て
い
る
、
法
を
膿
系
化
し
よ
う
と
す
る
運
動
と
無
關
係
に
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
一
八

三
三
年
の
成
文
法
化
委
員
禽
以
來
、
四
三
年
に
刑
法
に
つ
い
て
試
案
を
提
出
し
た
の
み
で
解
倣
し
て
は
い
る
が
、
後
に
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
化
の
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駆
）

動
と
關
蓮
し
て
一
八
八
二
年
に
手
績
法
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
し
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
化
委
員
會
は
一
八
六
一
年
に
設
け
ら
れ
た
王
命
委
員
會
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幣
）

る
。
こ
の
禽
は
一
八
六
七
年
・
七
〇
年
に
報
告
書
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
充
分
な
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
硲
）

し
か
し
、
そ
こ
に
お
い
て
判
例
を
再
検
討
す
る
こ
と
か
ら
、
後
に
、
ジ
ェ
ン
ク
ス
や
、
ス
テ
ー
ブ
ン
の
著
作
、
を
刺
戟
す
る
よ
う
に
な
り
、
叉
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
制
例
の
再
検
討
に
つ
い
て
も
間
接
に
刺
戟
し
て
い
る
。
た
だ
、
法
典
化
と
い
う
黙
に
お
い
て
は
、
十
九
世
紀
初
期
に
お
い
て

は
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
刑
事
法
の
領
域
に
お
け
る
二
、
三
の
軍
行
法
を
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
つ
た
が
、
二
〇
世
紀
に
お
い
て
は
次
第
に
廣
い
領
域
に

お
い
て
成
功
を
牧
め
て
い
る
。
一
九
二
五
年
の
財
産
法
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
又
、
同
じ
く
普
通
法
に
属
す
る
イ
ギ
リ
ス
領
イ
γ
ド
に
お



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

い
て
、
こ
の
時
代
に
普
通
法
の
原
則
に
も
と
づ
く
法
典
化
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
協
會
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
當
つ
て
は
、
直
接
に
、
こ
れ
に

つ
い
て
關
心
を
も
つ
て
い
る
も
の
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
封
し
て
、
合
衆
國
、
及
び
、
そ
の
諸
州
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
傾
向
は
見
ち
れ
る
が
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
、
或
は
キ

ャ
リ
フ
オ
ー
ニ
ア
な
ど
に
見
ら
れ
る
法
典
化
は
、
普
通
法
の
原
則
を
法
典
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
、
と
い
う
よ
り
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

を
模
し
た
、
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
大
陸
法
的
な
法
典
化
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
既
に
、
普
通
法
の
承
縫
を
明
確
に
し
て
い
た
、
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
形
の
法
典
は
充
分
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
い
た
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
そ
の
「
制
定
」
に
當
つ
て
、
こ
う
し
た
普
通
法
系
の
諸
國
の
形
式
及
び
手
績
に
つ
い
て
、
比
較
的
な
検
討
を
欲
い
て

い
た
、
と
は
い
え
、
協
會
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
法
の
創
設
で
な
く
、
協
禽
に
そ
の
権
限
も
な
く
、

既
存
の
法
の
リ
ス
テ
イ
ト
で
あ
る
か
ら
に
は
、
内
容
に
お
い
て
諸
國
の
法
を
採
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
つ
た
し
、
そ
の
「
制
定
」
の
手
績
に

お
い
て
も
、
し
ば
し
ば
よ
り
嚴
格
な
、
専
門
家
に
よ
る
検
討
を
経
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
二
　
こ
こ
で
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
か
ら
除
か
れ
て
い
る
分
野
、
特
に
刑
事
法
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
、
協
會
に
お
い
て
も
、
こ
の
部
門
の
歓

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

陥
は
意
識
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ
は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
よ
り
、
モ
デ
ル
コ
ー
ド
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
刑
事
訴
訟
法
の
モ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

ル
コ
ー
ド
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
刑
事
法
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
領
域
は
、
特
に
、
民
衆
の
権
利
・
義
務
と
直
接
に
關
蓮
し
、
制

定
法
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
嚴
格
に
適
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
、
既
存
の
法
i
多
く
は
判
例
法

ー
を
リ
ス
テ
イ
ト
す
る
こ
と
に
追
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
除
外
さ
れ
て
し
ま
つ
て
い
る
。

　
叉
、
刑
事
法
は
各
裁
判
域
に
お
い
て
個
有
性
の
著
し
い
も
の
で
あ
り
統
一
化
に
當
つ
て
困
難
を
俘
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
注
目
さ
れ
つ
つ
も

残
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
（
5
3
）
　
肖
β
酔
①
5
や
一
〇
b
。
o
詳
●
勺
即
零
o
o
ー
零
恥
●

　
　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
　
（
一
〇
九
）



（
5
4
）

（
5
5
）

（
5
6
）

（
5
7
）

（
5
8
）

（
5
9
〉

（
6
0
）

　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
　
（
一
一
〇
）

　
末
延
三
次
コ
モ
ン
ロ
ー
の
成
丈
化
・
法
律
新
報
七
三
一
號
｝
八
ー
ニ
ニ
頁

　
ミ
8
5
邑
影
日
“
》
日
臼
一
。
き
■
即
習
一
塁
該
叶
暮
①
四
昌
評
ε
Φ
9
9
閑
①
・
鼠
8
琶
①
暮
o
協
芽
Φ
O
O
巨
巨
o
目
b
餌
巧
貯
訪
ヨ
Φ
弓
一
畠
戸
蕊
冒
暫
≦

£
口
胃
δ
二
鴫
国
Φ
〈
一
Φ
ヨ
℃
φ
朕
一
ー
翫
“
。

　
『
雪
譲
”
o
お
Φ
婁
9
爵
Φ
国
轟
一
響
9
琶
審
ヨ
oQ
＄
喜
①
目
“
u
㎡
①
警
o
鴎
9
凶
鼠
墨
一
霊
多
等
。

　
例
え
ば
冒
鼠
帥
β
O
o
b
訂
蝉
9
毎
9
”
一
〇〇
認
・

　
大
陸
の
判
定
法
は
多
少
の
例
外
を
除
い
て
、
　
一
般
に
奮
法
を
慶
し
、
新
し
い
肚
會
的
な
目
的
を
以
て
そ
れ
に
代
る
法
を
制
定
す
る
。
い
わ
ぼ
吐
會
山
般
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
そ
の
前
提
と
し
て
い
る
、
し
か
し
、
普
通
法
に
お
い
て
は
、
判
例
法
の
歓
陥
を
補
う
も
の
と
し
て
、
或
は
、
そ
れ
が
過
多
に
な
つ
た
揚
合
に
整

理
す
る
も
の
と
し
て
行
わ
れ
、
豫
め
髄
系
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
前
提
と
し
て
・
い
な
い
。

　
菊
Φ
箸
餌
け
Φ
旨
①
昌
げ
ぎ
け
げ
Φ
O
o
昌
旨
の
一
〇
〇
〇
∫
男
乍
一
鵠
i
H
o
o
●
中
1
＜
o
噌
犀
o
目
宮
6
山
巴
O
o
q
P
ぞ
＜
o
弓
犀
ぎ
〇
二
目
営
巴
■
費
妻
鶉
ロ
α
噂
8
0
Φ
α
q
門
9

　
＝
●
ミ
一
。
冨
一
Φ
コ
目
ざ
O
富
一
一
①
ロ
瞬
①
9
麟
竃
＆
Φ
一
男
窪
巴
O
＆
P
①
㎝
国
舘
轟
巳
■
帥
名
国
①
＜
一
〇
ヨ
℃
φ
一
〇
零
ー
一
一
〇。o

o
。

　
刑
法
は
一
度
法
と
し
て
成
る
と
、
そ
の
性
格
上
、
特
に
改
愛
し
が
た
く
な
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
各
州
間
の
刑
法
は
容
易
に
統
｝
し
が
た
い
、
協
倉

と
し
て
は
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
よ
り
強
力
な
拘
束
力
を
持
つ
も
の
と
示
唆
を
與
え
る
た
め
に
、
モ
デ
ル
コ
ー
ド
に
ま
か
せ
て
い
る
、
し
か
し
、
ω
弱
ヨ
巨
9
営
槻

を
一
9
Φ
器
ぎ
0
3
ω
ε
叶
Φ
什
o
日
Φ
・
該
身
営
含
6
夢
霞
ω
鼠
δ
（
一
㊤
。
。
一
y
困
讐
け
け
o
O
o
巨
巨
Φ
旨
8
帽
効
9
0
①
出
Φ
民
琶
け
山
錠
目
g
円
①
ω
q
な

（
5
。
。
一
y
寄
田
凝
”
邑
ミ
g
一
ゑ
轟
ぎ
Φ
庸
Φ
g
凄
お
雲
（
一
。
。
。
一
y
》
冨
身
け
お
一
讐
凶
鑛
一
。
U
。
昌
一
①
器
。
℃
舘
身
（
一
り
。。
b
。
）
｝
吋
o
暮
『
O
。
冥
①
＆
・
⇒

毎
弱
け
げ
o
胃
答
鴇
昏
9
（
お
合
）
な
ど
軍
行
法
に
止
ま
っ
て
い
る
。

七

　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
法
典
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、
】
九
五
一
年
の
協
會
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
現
在
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

に
裁
判
所
に
お
い
て
一
九
一
六
四
件
の
引
用
が
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
、
裁
判
官
の
意
見
と
し
て
、
叉
、
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

裁
判
官
の
學
識
を
示
す
た
め
に
引
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ー
ド
ー
ゾ
の
い
う

　
「
終
局
に
お
い
て
、
我
々
は
、
協
會
の
名
と
張
制
力
の
下
に
、
こ
れ
を
行
つ
て
行
く
も
の
で
あ
る
、
そ
れ
は
、
學
詮
よ
り
は
重
く
、
法
典
よ
り



は
輕
い
も
の
と
考
え
、
猫
特
の
拘
束
力
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
命
令
す
る
の
で
は
な
く
、
浸
透
す
る
、
と
い
う
形
を
以
て
行
つ
て
ゆ
く
の
で
あ

徳
」

　
と
い
う
こ
と
は
、
現
實
に
は
、
た
と
え
用
語
の
統
一
、
或
は
、
参
考
の
た
め
と
い
う
程
度
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
相
當
に
な
し
と
げ
ら
れ
て
來
た
、

と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
將
來
へ
の
課
題
と
し
て
、
果
し
て
、
そ
れ
が
法
典
化
へ
の
韓
移
を
進
め
て
行
く
の
で
あ
る
か
、
或
は
、

法
の
一
般
的
な
事
情
の
解
明
と
い
う
こ
と
に
關
蓮
し
た
、
共
同
研
究
の
著
作
と
い
う
方
向
に
あ
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
豊
出
目
国
に
判
例
を
引
用
し
、

反
封
詮
を
明
ら
か
に
し
、
論
論
を
備
え
る
、
と
い
つ
た
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
如
く
、
大
陸
に
お
け
る
法
典
の
方
向
へ
直
ち
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
判
例
法
主
義
の
土
墓
を
ゆ
り
、
）
ご
か
す
と
い
う
こ
と

に
な
る
、
彼
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

　
「
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
法
的
な
観
黙
に
お
い
て
う
け
入
れ
る
な
ら
ば
、
一
〇
年
と
存
績
し
な
い
だ
ろ
う
。
」

　
と
い
い
、
新
し
い
観
黙
を
求
め
た
が
、
し
か
も
現
に
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
一
〇
年
以
上
を
過
ぎ
、
當
初
考
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
と
相
異
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
は
い
え
、
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
持
つ
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。

　
法
典
を
中
心
に
し
た
、
ロ
ー
マ
法
系
の
立
場
に
お
い
て
は
、
判
例
を
法
源
と
考
え
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
な
い
が
、
法
丈
を
解
繹
す
る
に
當
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

普
通
法
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
解
繹
に
お
け
る
ス
テ
マ
・
デ
サ
イ
シ
ス
と
い
つ
た
よ
う
な
こ
と
が
生
ず
る
の
で
な
く
、
叉
、
公
判
ざ
れ
る
判
例
集

も
、
法
を
襲
見
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
で
な
く
、
學
理
的
な
論
議
を
ひ
ぎ
出
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
主
と
し
て
い
る
。
法
典
主
義
に
お

い
｛
、
事
實
上
、
い
か
に
判
例
の
比
重
が
檜
加
し
て
も
、
そ
れ
を
以
て
判
例
法
へ
の
漿
移
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
と
同
じ
く
、
判
例
法
主

義
に
從
う
諸
國
に
お
い
て
、
法
令
の
檜
加
を
以
て
、
直
ち
に
法
典
法
國
へ
の
輻
移
で
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
ベ
ン
タ
ム
の

嘲
笑
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
の
中
心
は
「
裁
判
官
制
定
法
」
甘
凝
①
響
区
Φ
宣
≦
で
あ
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
の
如
く
裁
判
官
に
よ
つ
て
護
見

さ
れ
た
本
の
、
と
い
う
に
し
て
も
、
オ
ー
ス
チ
γ
に
よ
つ
て
、
裁
判
官
に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
、
と
い
う
に
し
て
も
、
そ
の
結
果
は
後
の
事
件
を
拘

　
　
　
　
ヲ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
　
（
二
一
）



　
　
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
　
（
一
二
一
）

束
す
る
の
で
あ
り
、
制
定
法
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
裁
判
所
の
解
羅
し
た
と
こ
ろ
の
ス
テ
ァ
・
デ
サ
イ
シ
ス
か
ら
自
由
で
あ
り
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
砺
）

　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
、
既
存
の
法
の
リ
ス
テ
イ
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
典
化
的
法
律
と
類
似
し
て
い
る
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
そ
の

素
材
を
な
し
た
具
膿
的
な
先
例
の
ス
テ
ア
・
デ
サ
イ
シ
ス
に
よ
つ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
原
則
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
さ
ま
た
げ
て
い
な
い
。
從
つ
て
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
軍
に
、
原
則
で
あ
る
か
ら
、
先
例
と
異
つ
て
拘
束
力
が
な
い
、
と
い

う
こ
と
に
非
難
を
向
け
る
な
ら
、
法
典
化
的
法
律
の
拘
束
力
を
以
て
答
え
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
り
、
問
題
は
、
協
會
に
は
こ
う
し
た
、
法
典

化
し
、
立
法
を
す
る
灌
限
が
な
く
、
叉
、
委
任
も
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
と
こ
ろ
に
立
ち
か
え
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
た
だ
、
法
典
で
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
γ
ト
は
、
法
的
に
は
、
エ
γ
サ
イ
ク
・
ペ
デ
イ
マ
の
一
種
、
コ
ル
ブ
ス
・
イ
ゥ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

や
ア
メ
リ
カ
ン
・
ジ
ュ
リ
ス
プ
ル
ー
デ
ン
ス
な
ど
の
競
孚
相
手
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
著
作
の
一
種
と
見
る
場
合
に
は
、

充
分
な
解
題
が
な
く
、
具
腿
的
な
先
例
の
引
用
が
な
い
、
と
い
つ
た
欲
陪
が
利
用
憤
値
を
殺
ぎ
、
法
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
意
圖
を
減
じ
て
し
ま

つ
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。

　
そ
の
先
例
拘
束
性
の
は
げ
し
い
動
揺
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
普
通
法
の
中
心
部
分
の
事
實
上
の
法
典
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
ツ
ヵ
普
通
法

は
、
な
お
判
例
法
に
も
と
づ
く
の
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
背
離
す
る
こ
と
は
、
全
膿
系
の
根
本
的
な
改
革
な
し
に
行
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
（
田
）
毎
目
①
誉
き
田
名
目
房
江
葺
8
ぎ
房
日
巧
曾
身
田
讐
け
》
窪
轟
一
鼠
8
註
轟
…
。
。
刈
｝
冒
o
昌
き
ω
胃
距
ψ
の
。
鼠
鎮
一
自
む
脅
召
ご
閲
●
㎝
一
①
・

　
（
62
）
8
呂
。
N
o
”
留
o
彗
ご
9
9
①
b
餌
ヨ
勺
●
聾

　
（
63
）
　
国
影
昌
匹
営
”
o
℃
。
o
一
σ
●
P
一
〇〇
刈
O
●

　
（
餌
）
　
娼
げ
筥
ゼ
ロ
“
再
国
導
9
切
o
o
犀
o
㌦
昌
①
国
5
瞬
一
謎
『
■
聖
～
男
勺
●
o
o
㎝
i
o
o
9

　
（
65
）
　
法
典
化
的
法
律
O
o
含
身
冒
晩
毎
9
は
既
存
の
制
定
法
・
判
例
法
を
整
理
し
、
　
一
つ
の
制
定
法
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
既
存
の
法
の
法
典
化
の

　
　
　
み
に
止
ま
る
傾
向
に
あ
り
、
疑
義
あ
る
揚
合
に
は
、
既
存
の
法
令
或
は
判
例
に
遡
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
高
柳
・
前
揚
書
二
〇
一
－
二
〇
二
頁
滲
照
。

　
（
6
6
）
●
］
W
・
閃
・
ω
置
犀
①
目
Φ
『
”
　
目
餌
け
Φ
二
巴
の
協
o
り
爵
①
Oo
貯
葺
α
鴫
o
団
善
B
①
旨
o
餌
μ
び
帥
薯
鳩
悶
弓
。
鱒
B
I
b
o
8
に
お
い
て
は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
副
次
的
な
拘

　
　
　
束
力
あ
る
も
の
と
し
て
、
餅
書
や
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
と
同
列
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。


